













































年　代 種　類 数 所　蔵　場　所
1569（隆慶 3）年 東間切阿伝ノロ 1 『伊波普猷選集』
1583（萬暦11）年 焼内間切名柄ノロ 1 宇検村・吉久家所蔵
1587（萬暦15）年 名瀬間切大熊ノロ 1 名瀬市・大熊所蔵
1594（萬暦22）年 焼内間切屋鈍ノロ 1 宇検村・中央公民館所蔵
1600（萬暦28）年 西目間切手々ノロ 1 大阪・深見家所蔵




































































































































































ノロクメ 大神 大せ戸 ねりやせ戸
米 1升5合 1升5合 1升 1升






























































































注     
1 たとえば、宮城栄昌『沖縄のノロの研究』吉川弘文堂、1979年。
2 李氏朝鮮の文献では『李朝実録』の「世祖恵荘大王実録」の1461（世祖7）年の項や「明宗実
録」の1546（明宗元）年の項にノロと思われる記載がある。また中国の文献では1534（嘉靖
13）年に来琉した冊封正使陳侃の『使琉球録』等にノロに関する記述がある。
3 喜界町誌編纂委員会『喜界町誌』喜界町、2000年、P.149。
4 名越左源太時敏『南島雑話』永井龍一、白塔社、1933年（国立国会図書館古典籍資料室蔵）。
5 聞得大君―三平アムシラレ―ノロクメ―大神―せ戸等（「深見家文書」他）というようにノロ
組織には階層があった。ノロクメは地方レベルのノロの中での頭である。
6 名越左源太時敏「南島雑話」『南島民俗文化史料』沖縄郷土文化研究会編、南島文化出版社、
1975年、P.125。
7 宮城栄昌『沖縄のノロの研究』吉川弘文堂、1979年、P.218。
8 個人的依頼を引き受ける巫女。
9 時や方角の吉凶を占う者。
10 「女共」を山下〔1977〕はノロと解釈しているが、『喜界町誌』〔2000〕ではユタと考えている。
11 死者の声を聞く儀式。
12 先田光演「大島郡徳之島手々深見文書」『民俗研究』2号、鹿児島民俗学会、1965年。
13 宮城栄昌「奄美大島のノロについて」『日本民俗学会報』40号、日本民俗学会、1965年。
14 先田：7合5勺、小川：7合9勺。
15 冬折目の宇盆の合計（5升2合5勺）が宇盆（ノロクメへの1升5合と大神への1升5合）＋祭
盆田芋（1升5合）＋祭盆（7合5勺）の合計となり、祭宇盆田芋の合計（2升2合5勺）が祭盆
田芋（1升5合）＋祭盆（7合5勺）の合計となり、祭宇盆田芋の合計が重複している。
16 先田：1升5合、小川：1升2合。
17 先田：1斗5合、小川：1升5合。
18 大森元吉、喜山朝彦、深澤秀夫編『文化人類学調査実習報告書　第7輯』国際基督教大学社会
科学科、1989年、P.265。
19 小川徹「文書資料編　深見家文書」大森元吉、喜山朝彦、深澤秀夫『文化人類学調査実習報
告書　第7輯』国際基督教大学社会科学科人類学研究室、1989年。
20 山下欣一『奄美のシャーマニズム』弘文堂、1977年、P.43。また原口虎雄は「安永6年（1777）
の第一次黒糖専売制度は、決定的に島民経済を貧富の両極へ分解させ、あまたの
つぶ
“潰れ村”
と
やんちゅ
“家人”を発生させた。このとき藩は、およそ生産上の妨害になるいっさいの古代的家族
社会の風習―たとえばノロ（巫女）やユタ（口寄せ）―を徹底的に破壊して社会を一変させ、
全島を黍作と黒糖生産の官営農場のようにかえ、全余剰の収奪をはかったのである」と述べ
ている（『鹿児島県の歴史』山川出版社、1982年、P.196）。
参考文献  
石井良助『藩法集　8　鹿児島藩　上』藩法研究会、創文社、1969年。
史資料ハブ／アジアにおける在地固有文書解題
158
小川徹「文書資料編　深見家文書」大森元吉、喜山朝彦、深澤秀夫『文化人類学調査実習報告書』第
7輯、国際基督教大学社会科学科人類学研究室、1989年。
坂井友直『徳之島小史』発行者：坂井友直、1917年。
坂井正人「神役から巫者へ―新しい男巫像をめざして―」大森元吉、喜山朝彦、深澤秀夫『文化
人類学調査実習報告書』第7輯、国際基督教大学社会科学科人類学研究室、1989年。
坂口徳太郎『奄美大島史』大和学芸図書、1977年（初出：1921年）。
先田光演「大島郡徳之島手々深見文書」『民俗研究』2号、1965年。
永愛喜「明治四拾壱年九月中旬調査　喜界島史料　藩廳よりの布令諭達掟規約等」『改訂名瀬市誌編纂
委員会　資料集（三）大島喜界両島史料雑纂』、1996年。
名越左源太時敏『南島雑話』永井龍一、白塔社、1933年（国立国会図書館古典籍資料室蔵）。
名越左源太時敏「南島雑話」『南島民俗文化史料』沖縄郷土文化研究会編、南島文化資料研究室、南島
文化出版社、1975年。
昇曙夢『大奄美史』奄美社、1949年。
野見山温『道之島代官記集成』福岡大学研究所資料叢書第1冊福岡大学研究所、1969年。
原口虎雄「南島雑話　解題」『日本庶民生活史料集成　第一巻　探検・紀行・地誌（南島編）』三一書房、
1968年。
原口虎雄『鹿児島県の歴史』山川出版社、1982年。
松下志朗『南島文化叢書5　近世奄美の支配と社会』第一書房、1983年。
松田清『古代・中世奄美史料』JCA出版、1981年。
操坦勁『沖永良部島沿革誌私稿』操坦勁、1921年。
宮城栄昌「奄美大島のノロについて」『日本民俗学会報』40号、1965年。
宮城栄昌「沖縄の神女組織の確立」『横浜国立大学人文紀要』、1966年。
宮城栄昌「沖縄の神女組織の成立とその変遷」『沖縄国際大学文学部紀要』第6巻第1.2合併号、1978年。
山下欣一『奄美のシャーマニズム』弘文堂、1977年。
山田尚二「奄美における古琉球辞令書について」『鹿児島県錦江湾高等学校研究紀要』第12巻別刷、
1988年。
『名瀬市誌（上）』名瀬市誌編纂委員会、名瀬市役所、1968年。
『瀬戸内町誌』瀬戸内町誌編集委員会、瀬戸内町、1977年。
『伊仙町誌』伊仙町誌編纂委員会、伊仙町、1978年。
『知名町誌』知名町誌編纂委員会、知名町役場、1983年。
『和泊町誌　歴史編』和泊町誌編集委員会、鹿児島県大島郡和泊町教育委員会、1985年。
『与論町誌』与論町誌編集委員会、与論町教育委員会、1985年。
『改訂名瀬市誌1歴史編』名瀬市誌編纂委員会、名瀬市役所、1996年。
『改訂名瀬市誌3民俗編』名瀬市誌編纂委員会、名瀬市役所、1996年。
『喜界町誌』　喜界町誌編纂委員会、喜界町、2000年。
